
初回接種 2回目 3回目 4回目 5回目（4回目）

9 12 16 26 or 52
10 14 18 26 or 52
10 13 16 26 or 52
11 15 19 26 or 52
11 14 17 26 or 52
12 16 26 or 52
12 15 18 26 or 52
13 17 26 or 52

6

7

8

9

（単位は週齢）

【参考】WSAVAワクチネーションプログラム
●子犬へのコアワクチンの初年度接種例

この表は、 家庭環境で飼育されている子犬に対して動物病院で 3 ～ 4 週間隔でワクチン接種を
行う場合の例を示しています。 感染リスクの高い地域にいる場合は 2 週間毎のワクチン接種を行
うこともありますが、 上の表では簡略化のため省いています。

●子犬の血清学的検査のフローチャート
子犬へのコアワクチンの初年度接種

16 週齢以上で終了

子犬への最終接種後、4週間以上経過後 CDV、CAV、
CPV-2 に対して血清学的に陽性・陰性を判定

検査陽性 検査陰性

ブースターを 3年毎よりも
頻回には接種しない

再接種を 1回行う
（異なる製剤を使用する場合もある）

陽性 陰性

子犬が血清学的にノンレスポンダーの
可能性がある

感染防御不能の可能性ある程度の感染防御が
もたらす CMI※または

自然免疫が存在する可能性

※CMI：cell-mediated immunity
          ( 細胞性免疫 )

血清学的再検査

(WSAVA Vaccination Guidelines 2015 より　抗体検査に関する項目を囲みで示してあります。）

2. ワクチチェック抗体検査結果・・・12枚

1. カルテ用シール・・・1シート（12枚）

シールを貼り、飼い主様にお渡しください。

スペクトラム ラボ ジャパン株式会社

点線の位置で切り離し、

抗体検査結果にお貼り下さい。

切れ込みにコームカードを

差し込み、カルテにお貼り

下さい。

3. 飼い主様向け

　「新しいワクチネーションプログラム」・・・12枚

ワクチン接種日を記載し、飼い主様にお渡しください。

http://vaccicheck.jp

詳しい情報や資料をご覧いただけます。

4. WSAVAワクチネーションプログラム・・・1部

この用紙の裏面にございます。ご参照ください。

【 同封物のご案内 】

●成犬は抗体検査と年 1回の健康診断を推奨しています。


